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平成20年度第 l回開放型病院連絡会は、登録医の先

生方をはじめ看護師、ソーシャルワ ーカ一、事務の方

なども含めて多数の皆様に参加して頂き、 9月22日19

時よりくまもと県民交流館パレアホールにて開催され

ました。

開始に当たり、池井院長がご参加の皆様にお礼を述

べた後、新病院の建築予定、 4月からの院内の新人事、

熊大呼吸器内科からの医師派遣、ナース キャッフ。の廃

止 (10月 1日より）、敷地内全面禁煙の導入（11月 1

日より）などをご報告致しました。また来年 7月23日、

24日の両日に、熊本市民会館、国際交流会館、パレア

ホールを会場として第59回日本病院学会を本院が主催

（会長：宮崎久義名誉院長）することより、多くの方

にご参加頂きますようにご案内を致しました。続いて、

開放型病院運営協議会委員長の熊本市医師会長福田桐

先生よりご挨拶を頂きました。福田先生は、この開放

型病院の意義を再確認され、益々開放型病院の先生方

と本院の病診連携が進むことを希望される旨お話し頂

きました。続く全体会議では、熊本市医師会理事の田

中英一先生と、私が進行を担当し、臨床トピックスと

して、まず精神科渡遺健次郎医長より、 “精神科救急

について”の講演がありました。熊本県での精神科救

急の多くを当院が受け入れており、その大部分が、精

神科に身体合併症を有する患者さんであり、その受け

入れは大学病院以外では精神科病棟を有する県下唯一

の総合病院である当院の使命であることを再認識して

頂いたと思います。続いて、心臓血管外科の岡本実医

長が“大動脈疾患に対するステントグラフ 卜内挿術に

ついて”の演題で講演しました。一般に大動脈癌は、

直径 6cm以上では予後が急速に悪くなるため、従来よ

り人工血管による手術が行われますが、条件さえ合え

ば、開胸手術を行うことなく 、血管よりカテーテルを

挿入し、ステントグラフトを留置することにより治療

することができるようになりました。侵襲が少ないこ
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の治療は高齢者でも治療可能となります。県内では当

院が先攻して行っており、今後益々症例の増加が期待

されます。続いて、私から、新病院の建設進捗状況に

つき、スライドで説明しました。来年 8月末には新病

院の受け渡しが終わり、 9月の 5連休に移転を終え、

すぐに新病院での診療を開始する予定となっています。

最後にフ ロアからのご質問を頂き、新病院の建設に伴

い病院玄関前の駐車につきましては大変ご迷惑をおか

けいたしておりますが、病診連携で病院訪問頂きます

ときは従来どおり、駐車頂きますよう確認させて頂き

ました。最後に、熊本市歯科医師会長古賀明先生より、

歯科医師会と開放型病院との密接なかかわりについて

のご挨拶を頂き、さらに口腔ケアの重要性と熊本市歯

科医師会としての取り組みなどについてご紹介を頂き

ました。

総会終了後は、会場を鶴屋ホールに移し、懇親会を

開催しました。熊本市医師会長の福田桐先生にご挨拶

と乾杯の音頭をとって頂き開宴 しました。各テーブル

には、各科の名前を明示し、各科の医師が待機して懇

談をさせて頂きました。前回に続き医師以外の方の参

加者も多く、病病 ・病診連携についての意見交換が積

極的に行われ、大変実りの多い懇親会になったと思わ

れます。 （副院長河野文夫）

福田委員長のご挨拶
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地域医療連携に期待

医法）田中会

田中病院

院長田中英一

田中病院の田中と申します。当院は新市街にあり、

耳鼻咽喉科専門の単科病院です。父の後を引き継ぎ、

はや20年近くが過ぎようとしています。その問、医

療技術の進歩、医療制度の変革、地域周辺環境の変

化、疾病の変遷、経済情勢、少子高齢化などなどあ

らゆる医療環境がめまぐるしく変化してきました。

当院も10年前に建物を全面的に建て直し、これまで

どうにかやって来れましたが、医療や社会の変化に

対応しきれているかどうかいつも不安なことばかり

です。診療面ではこれまでに多くの患者様の件で熊

本医療センターにお世話になりました。耳鼻咽喉科

領域だけでなく 、他科の先生方にいつも助けて頂い

ています。近年、熊本医療センターは紹介患者を断

らない医療機関として地域の先生方に周知されてお

り、当院においても熊本医療センタ ーがす ぐ近くで

もあり日常の診療を行う上で、大変心強く感じており

ます。この場を借りて改めてお礼を申し上げます。

現在、熊本市医師会理事を仰せっかり、地域医療

を担当している関係で熊本医療センターの開放型病

院運営協議会に参加させて頂いています。開放型病

院とは皆様ご存じの通り、地域で診ておられる患者

様が入院治療が必要となった時に病院医師と共同で

診察できるシステムであり 、地域医療連携のあり方

の一つです。既に1,000名以上の先生方が登録され

ており、宮崎前院長、池井現院長を中心に手続きの

簡素化など地域の先生方により多く利用して頂ける

よう努力されています。また、情報提供と情報交換、

親睦を目的として年に二回連絡会を開催されていま

す。しかし、利用状況はまだ充分とは言えません。

是非一人でも多くの先生に利用して頂ければと思い

ます。

いささか熊本医療センタ ーの営業マン的になりま

したが、患者様を断らない病院、 FAX予約、救急

センターを備えた病院新築など今後とも熊本医療セ

ンタ ーに大きな期待を寄せて終わらせて頂きます。

日頃、多くの患者様をご紹介頂きまして誠に有り

難うございます。紹介患者様の待ち時聞を短くする

ためにFAX紹介で時間予約ができます。平日（月

曜日～金曜日）の日勤帯です。

当院のFAX紹介用紙に受診希望日を入れてお送

り下さし、。担当者がカルテを作成し希望日に時間予

約を取りましてFAXにて返信致します。是非、 FAX

紹介での受診日の指定と時間予約制をご活用して頂

き、患者様の待ち時間短縮にご協力下さい。

FAX紹介用紙は、 電話（代表096-3536501内線

800）ま たはFAX（医事096323 7601）でご請求頂

きますと、直ちにFAXにてお送り致します。また、

後ほど改めてFAX紹介用紙を郵送致します。

（経営企画室長堤内俊一）

紹介患者様FA×時間予約のお願い
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救命救急、集中治療

救命救急部医長

ICU室長

滝賢一郎

橋本聡

救命救急、麻酔

日本麻酔学会・専門医 ・指導医

日本救急医学会員

日本集中治療医学会員

日本蘇生学会員

救命救急、精神神経

日本救急医学会員

日本集中治療医学会員

日本臨床救急医学会員

日本精神科救急学会員

日本脳卒中学会員

日本蘇生学会員

日本内科学会員

日本循環器学会員

日本糖尿病学会員

日本内分泌学会員

日本透析医学会員

日本精神神経学会員

救命救急、集中治療

日本救急医学会員

日本集中治療医学会員

日本臨床救急医学会員

日本精神科救急学会員

日本脳卒中学会員

日本蘇生学会員

臼本内科学会員

日本循環器学会員

日本糖尿病学会員

北田 真己 日本内分泌学会員

日本透析医学会員

救命救急、集中治療

日本救急医学会員

日本集中治療医学会員

日本臨床救急医学会員

日本精神科救急、学会員

日本脳卒中学会員

日本蘇生学会員

日本内科学会員

日本循環器学会員

日本糖尿病学会員

清水千華子 日本内分泌学会員

日本透析医学会員

C 3) 

救命救急部長

救命救急センター長

高橋毅

日本救急医学会評議員

日本集中治療医学会評議員

日本臨床救急医学会評議員

日本精神科数急学会評議員

日本蘇生学会評議員

日本糖尿病学会評議員

日本動脈硬化学会評議員

日本医療マネジメント学会評議員

日本内科学会総合内科専門医・指導医

日本循環器学会専門医

熊本大学医学部臨床教授

熊本大学大学院医学教育部客員准教授

国際医療福祉大学大学院特任教授

救命救急、代謝内分泌

日本救急医学会員

日本集中治療医学会員

日本臨床救急医学会員

日本精神科救急学会員

日本脳卒中学会員

日本蘇生学会員

日本内科学会員

日本循環器学会員

日本糖尿病学会員

児玉 章子 日本内分泌学会員

原田正公

日本透析医学会員

救命救急、集中治療

日本救急医学会員

日本集中治療医学会員

日本臨床救急医学会員

日本精神科救急学会員

日本脳卒中学会員

日本蘇生学会員

日本内科学会員

日本循環器学会員

日本糖尿病学会員

日本内分泌学会員

日本透析医学会員

日本高気圧環境潜水医学会員

日本超音波医学会員

救命救急、集中治療

日本救急医学会員

日本集中治療医学会員

日本臨床救急医学会員

日本精神科救急学会員

日本脳卒中学会員

日本蘇生学会員

日本内科学会員

日本循環器学会員

日本糖尿病学会員

棲井 聖大 日本内分泌学会員

日本透析医学会員

診療内容と特色

国立病院機構熊本医療センタ ー救命救急センタ ーは、

国立熊本病院救急医療セン ターを前身とし、1968年 7

月に開設されました。当センタ ーは日本救急医学会救

急科専門医指定施設、日本集中治療学会集中治療専門

医研修施設であり、また各消防局の基幹病院として、

熊本県の救急医療の中核を担っております。

（次ページに続く）
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（前ページから）

心肺機能停止、多発外傷、急性心筋梗塞、脳出血 ・

脳梗塞、急性腹症、中毒などの重症度 ・緊急度の高い

疾患が多く搬入されています。救急隊および地域の病 ・

医院の要請によりドクターカ ーを救急現場へ派遣して

います。急性心筋梗塞や脳梗塞をはじめとする緊急性

の高い疾患では迅速な救急処置を心がけ、 30分以内で

対応できる体制をと っています。また先進医療を導入

し、最新の機器 ・技術を駆使して最良の救急医療を提

供できるよう絶えず研鑓 ・研究を行っています。

診療実績

当院は1995年より救急に本格的に取り組むようにな

り、年間100台にも満たなか った公的救急車の受け入

れ台数は年々増加を示 し、 2007年度には7,800台を超

える程にな りました。また2003年に救命救急センタ ー

となり 、 救命救急 センタ ー病棟への入院患者は

2007年には2,100名を超えました。

救命救急センタ一病棟入院者（2007年l～12月）

疾 患 群 人数

CPAOA 129 
重症脳血管障害 507 
急性心筋梗塞および心不全 242 
急性大動脈解離 50 
重症呼吸不全 302 
重症急性勝炎 6 
全身麻酔による緊急手術を要した急性腹症 244 
重篤な代謝性障害 298 
多発外傷 35 
多発外傷以外の全身麻酔を要した外傷 88 
指肢切断 3 
重症熱傷 10 

急性中毒 262 
言十 2,176 

研究実績

【厚生労働科学研究事業】

「健康危機 ・大規模災害に対する初動期医療体制のあ

り方に関する研究」

【厚生労働省循環器病研究委託事業】

「循環器急性期医療におけるモパイル・テレメディシ

ンの実用化とその評価に関する研究」

「急性期脳梗塞の血圧動態と降圧療法に関する研究」

【国立病院機構多施設共同研究事業】

「脳卒中患者におけるメタボリツクシンドロ ームの関

与に関する研究」

【治験】

「TAK-242第E相試験」

「E-5564第E相試験J

「リコ モジュリン市販後臨床試験」

( 4 ) 

ご紹介（詳しくはホームページを参照下さい）

【モービルCCU】

患者様の安静が保たれるよう 、静粛で振動を最小限

に制御するように、大型車両でありながらガソリンエ

ンジンとエアーサスペンションを採用しています。大
動脈パルンポンピング ・経

皮的心肺補助装置 ・人工呼

吸器など複数の生命維持装

置を装着した状態での搬送

を行うことができます。

【モパイル ・テレメディシンシステム】

救急車内の映像と 12誘導心電図がリアルタイムで救

命救急センターに伝送されます。救急車内を診察室へ、

モパイルドクターカーを実現化しました。 厚生労働省

循環器病研究委託事業として、熊本市消防局との共同

研究です。特に、循環器

疾患や外傷など、傷病者

の状態を病院到着前に把

握し、適切な指示を与え、

受け入れ準備ができるよ

うにな りました。

【高気圧酸素治療装置】

国戦計
！ヨ・・・・・・・・堅三E望雪

2～ 3気圧の圧力環境下で高濃度の酸素を吸入する
ことによ り血液中に酸素を溶解させることを目的にし

ています。その結果、動脈血中の酸素分圧が1,000～1,
500mmHgと大き く増やすことができます。適応疾患

としましては、 突発性難聴、

一酸化炭素中毒その他のガ

ス中毒、重症熱傷、外傷性

の脳脊髄障害などに対して

主に使用されています。

【救急症例検討会】

救急医療の充実に向けて、年 7回（ 5月、 6月、 8
月、 9月、11月、 2月、 3月の第 4水曜日）地域医療

研修センターの研修ホールで午後 6時30分より 1時間

半の予定で救急症例検討会

を開催しています。 また特

別講演では高名な先生方を

お呼びし、救急医療に関す

るトピックスをご講演いた

だいています。

【ICLS講習会】

ICLS (Immediate Cardiac Life Support）とは、

突然の心停止に出会った時にどのように対処すべきで
あるかという医療従事者のための蘇生トレーニングコー

スです。特に 「最初の10分間の対応と適切なチーム蘇

生」を習得することを目標

としています。実際に即し

たシミュレ ーション実習を

繰り返し、蘇生のために必

要な技術やチ ーム医療を身

につけます。
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国立病院機構熊本医療センター附属看護学校では、

来る10月25日（土） 10時より 15時まで第 8回 「花粋祭」

を開催致します。花粋祭は学校の教科外活動の一環と

して、自主性や責任感、協調性を身につけることをね

らいとしています。また、地域との交流という大切な

機会でもあります。今年のテーマは 「grateful～支

え合う心～」です。日頃いろいろな方に支えて頂いて

いるおかげで今の自分があり、学生はその感謝の気持

ちを花粋祭で表現しようと張り切っています。

学生は余暇時聞を利用しながら、実行委員長を中心

に全員で準備を進めています。日頃の学習成果である

研究発表やパフォ ーマンスを表現するステージ、フリー

マーケットや模擬店など、皆様においで頂く のを楽し

みにそれぞれの役割に取り組んでいるところです。

また、前日祭として、高次脳機能障害を克服しなが

ら現在プロの歌手としての自立の道をたどっておられ

る一ノ瀬たけしさんとご家族をお迎えして 「ゼロから

のスタ ー ト」というテーマで講演とコンサートを企画

致しました。

120名の手作りの学校祭ではありますが、日頃の感

謝を込めて、心からのおもてなしをしようと学生一同

張り切っていますので、是非おいで頂きますようご案

内申し上げます。

（教育主事安浪小夜子）

相一ノ瀬たけしさんプロフィール暗

名前：一ノ瀬たけし（本名 ：一ノ瀬健）

生年月日： 1977年 9月22日（29歳）

デビュー曲：「僕の道しるべ」 CW／「灯寵の夜」

18歳の時に突然の心臓発作で12分間の心肺停止。奇跡

的に一命を取り留めたが、脳に重い障害が残る。 リハ

ビりなどの懸命な治療のお陰でずいぶん回復し、現在

は歌手として数々のイベントへ参加している。

～一ノ瀬たけしオフィシャルホームページより引用～

地元の商店街からの協力商品

ホームべーラをご刺田下さい。診療、研修、研究なと情報満載です。 でュ）

くまびょうNEWS55号から継続して掲載されています。 ノ

国立病院機構熊本医療センターホームページアドレス http', //www.hosp.go.jp／～knh/ 
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松井 邑芸‘：止
~ tロ

私は平成17年に大阪大学を卒業し広島県の国立病院

機構呉医療センタ ーで初期研修を行い、平成19年より

当院に採用頂きました。熊本での研修は毎日が激動の

連続で、院内各科の先生からご援助ご指導を頂きなが

ら何とか診療が続けられており感謝の念に堪えません。

患者さんから喜びを分けて頂けることもあれば患者さ

んの希望に応えられず医学の限界や私自身の至らなさ

を痛感する日々でもあります。今回は私の研修生活を

紹介させて頂く機会を頂戴しましたので報告させて頂

きます。

血液内科の入院診療のうち多数を占める造血器腫壌

の分野では、近年translationalresearchの成果とし

て複数の新規治療薬が登場し、悪性腫壌であっても治

癒が十分可能となった疾患があります。また臨床試験

に基づいて治療方針が変更となった疾患もみられ、こ

うした面においては医学の進歩やいわゆる EBMの

一端を日常診療に垣間見ることができます。しかし

EBMや標準治療が全ての患者さんに適応となるわけ

ではなく、その全身状態や信条などによっても治療方

針が大きく左右されることを日々の診療において度々

経験することがあり、その度に患者さんとの十分なや

り取りが必要だと痛感します。また当院は同種造血幹

細胞移植を行っている熊本県唯一の施設であり、これ

までの移植実績は日本全国でも屈指です。同種移植は

治癒困難な造血器疾患に対する必要不可欠な根治的治

療ではあるものの非常に侵襲的であり 、予期できない

合併症を来すことが度々あります。また治療の歴史も

浅く十分なEBMが成立しにくい分野でもあります。

同種移植において机上で入手できる知識では限界があ

り、合併症を乗り切るためにはいわゆる experience

based medicineが重要な位置を占めることを少なから

ず実感します。当院は河野文夫副院長をはじめ多数の

先生方に恵まれており施設全体としての経験も豊富で

すので、私が困った場面で丁寧にご指導頂けることは

とても感謝しています。また当院は他の多くの同種移

植実施施設と異なって悪性腫虜以外の血液疾患も幅広

く診療しており、私自身もこれまでTTPなどの内科

的緊急疾患や重症血友病など幅広い分野を診療させて

頂いたことが血液内科医として大きな経験となってい

ます。

他科に比べ検査治療手技は少ないですが、病態に対

する思考力や洞察力、患者さん方とのやり取りなど、

習熟せねばならないと考える箇所は枚挙に遣がありま

せん。今後も l日1日を大切に多くのことを学んでい

きたいと思っております。引き続きご指導ご鞭擢のほ

ど宜しくお願い申し上げます。

車砲1年］磨~＇ 専修医｛後期睡摩町修医）を募集し号可
応募資格： 2009年 3月31日までに臨床研修を終了する見込みの者または 2年間の初期臨床研修終了者

研修期間 ：3年間（希望により 5年間）

募集人員： 内科系総合専修コース ・外科系総合専修コ ース各若干名

給 与： 当院規定による

宿 舎： レジデン卜ハウス C25rrD平成21年 3月完成予定

選考方法： 書類審査、面接等

願書締切 ：一次平成20年11月21日（金） 二次平成21年 1月31日

応募される方は事前に下記までお問い合わせ下さい。

〒860-0008 熊本市二の丸15 

国立病院機構熊本医療センタ 一 事務部管理課給与係長鶴見

TEL096-353 6501 （代）内線621 F AX096-325-2519 

詳細についてはホームページをご覧下さい。

http://www.hosp.go.jp/-knh 
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． ． 研修のご案内． ． 
｜第85回最新医学の知識講座（無料） ｜

｜ ［［日本医師会生涯教育講座5単位認定］ ｜ 

日時惨平成20年10月 1日（水） 19 : 00～21 : 00 

場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター

座長 国立病院機構熊本医療センタ 一統括診療部長 野村一俊

「新しい創傷治療」 石岡第一病院傷の治療センタ ー長 夏井 睦

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センタ一事務局 TEL 096 353-6501 （代表）内線263 096-353-3515 （直通）

ト第226回初期治療講座（会員制） I 
［日本医師会生涯教育講座5単位認定］ ． 

「小児の目指息」
1. 開業医からみた小児端息の管理

2.病院（入院）からみた小児端息の管理

日時砂平成20年10月 4日（土） 15 : 00～18 : 00 

場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター

座長 熊本県医師会副会長 村上幹彦

みずもとこどもクリニック院長 水元裕二

国立病院機構熊本医療センタ ー小児科 緒方美佳

この講座は有料で、年間10回を1シリ ーズ（年会費20,000円）として会費制で運営しています。但し、 1回だけの

参加を希望される場合は会費5,000円で参加いただけます。

〔問合せ先〕国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ一事務局 TEL 096-353-6501 （代表）内線263 096-353 3515 （直通）

第23回熊本がんフォーラム（無料） ｜
日時惨平成20年10月 8日（水） 18 : 30～20: 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター

司会桑原内科小児科医院長 桑原哲郎

「一時間でわかる肺非小細胞癌の最新治療」

国立病院機構熊本医療センタ ー呼吸器センタ ー呼吸器内科医長 柏原光介

その他、一般演題を数題準備しています。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センター研修部長清川 哲志 TEL: 096-353-6501 （代表） FAX: 096-325 2519 

第86回 木会（無料）
（糖原病、高脂血症、高血圧を語る会）

［日本医師会生涯教育講座 3単位認定］

［日本語尿病療養指導士認定更新のための研修単泣く2群＞0.5単位認定］

1 .高浸透圧非ケトン性症候群を来した 2型糖尿病の 1例

日時砂平成20年10月16日（木） 19 : 00～20: 45 

場所砂国立病院機構熊本医療センター教育研修棟4階

国立病院機構熊本医療センター総合医療センター内分泌 ・代謝内科

肥後直倫、西岡裕子、児玉章子、高橋毅、豊永哲至、東輝一朗

2 意識障害の原因が脳腫療であった 2型糖尿病の 1例

国立病院機構熊本医療センタ ー総合医療センタ ー内分泌 ・代謝内科

児玉章子、西岡裕子、高橋毅、豊永哲至、東輝一朗

なお、興味のある症例、疑問 ・質問のある症例がございましたら、ご持参いただきますようお願L、致します。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ ー内科部長東輝一朗 TEL 096-353-6501 （代表）内線705

｜第117回月曜会（無料） ：
｜ （内科症例検討会） ｜ 

｜ ［日本医師会生涯教育講座 3単位認定］ ｜ 

日時砂平成20年10月20日（月） 19 : 00～20: 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センター 地域医療研修センター

1 .呼吸器内科による胸部X線写真供覧

国立病院機構熊本医療センタ ー呼吸器センタ ー呼吸器内科医長 柏原光介

2.持ち込み症例の検討

3.症例呈示「自然排石を伴った牌炎の l例」

国立病院機構熊本医療センター消化器病センター消化器科 佐藤有紀子

4.症例「膜性腎症と半月体形成性腎炎を合併した l例」

国立病院機構熊本医療センタ ー腎臓内科 榊田光倫

日頃、疑問の症例、興味のある症例、X線写真、心電図等がございましたら、ご持参下さいますようお願し、致し

ます。

〔問合せ先〕国立病院機構熊本医療センター研修部長清川 哲志 TEL. 096 353 6501 （代表） FAX: 096-325-2519 
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唾2器E
10月 研修ホール 教育研修棟・会議室 そ の 他

19: 00～21 : 00 第85国 債新医学の知識鴎座 ［日本医師会生涯教育講座 5単位飽定］
1日体） 座長 国立病院機構熊本医療セン9一統括訟療部長野村 一俊

「新しい創傷治療J 石岡第一病院傷の治療センター長 夏弁 睦

7 50 整形外科症例検討会 C 
2日 附 17～19 循環器カンファレンス C 

17 30 超音波カンファレンス ,C,、リノ、
18～19 f-t諸t内和↓カンファレンス M 
8 00 消化器病研究会 C 

3日樹 8 00 麻酔科症例検討会 手
17～18 救急、笥1カンファレンス C 

15: 00～18: 00 第226回 初期治療鴎座 《会員制》 ［日本医師会生涯教育情鹿 5単位限定］
座長 熊本県医師会副会長 村上幹彦

4日 出 「小児の噌息J

1 開業医からみた小児端息の管理 みずもとこどもクリニ y ク院長 水元裕二
2.病院 （入院〕 からみた小児噌息の管理 国立病院機構熊本医療センター小児科緒方美佳

8 00 MGH症例検討会 C 
6日 （月） 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス g1J6 

17～18 小児科カンファレンス 外来
18 00～19 30 血液病懇話会（会） 8 00 st;女急、部lカンファレンス C 

7日 ω 15～18 外科術前術後症例検討会 C 
17 30 消化器疾患カンファレンス ，心リノ、

18: 30～20: 30 第23回熊本がん7 ，， ー フム

自白 （水）
「一時間でわかる肺非小細胞癌の最新治療」
司会桑原内科小児科医院長 長原哲郎
情 師 因坊院圏構臨持軍セント呼唖器内軒H 柏原 光介

7 50 整形外科症例検討会 C 
9日制 17～19 循環器カンファレンス C 

17 30 超音波カンファレンス Jし、リノ、
18～19 代謝内科カンファレンス ↓M 

17 30～21 00 熊本地区核医学技術懇話会（棟4階） 8 00 消化器病研究会 C 
10日働 8 00 麻酔科症例検討会 手

17～18 救急部カンファレンス C 
. .!.Q .. : .9.＇口三1.2:.o.o ... J賢1回一一惇 J歩.EEl.IV!.セ主ーナアで...: 

11日 出 14 00～16 00 第 209回滅菌消毒法前座 《会員制》
「手術器械の点検の必要性」 熊本大学医学部附属病院ME機器センター 山田佳央
19 ∞～20 30 熊 本県臨床衛生検査技師会 18 00～19 30 血液病懇話会（会〉 8 00 救急部カンファレンス C 

14日 ω 一般検査研究班月例会 15～18 外科術前術後症例検討会 C 
19～21 泌 ・放射線科合同ウログラム C 
17 30 消化器疾患カンファレンス ,C,、リノ、

158 (,)<) 13・∞～17:00 纏尿病教室 12～13 糖尿病教室 習硲E
19 30～21 30 第 50回 有病者歯科医療講演会 19: 00～20: 45 第86回二木会 7 50 2韮形外科症例検討会 C 

16日 閥
座長前熊本市歯科医師会長 院l 同lー （路尿病、高脂血症、高血圧を悟る会） 17～19 循環器カンファレンス C 

「禁煙外来についてJ ［日本医師会生涯教育情 座 3単位飽 定］ 17 30 超音波カンファレンス ，ι、＇）ハ
NTT西日本九州病院循環器科部長藤井 裕己 [B本睡毘串草葺指導士11:i:l軒のための冒惇単位＜2耳＞0.5車位盟宜］ 18～19 代謝内科カンファレンス M 

8 00 消化器病研究会 C 
17日 働 8 00 麻酔科症例検討会 手

17～18 救急部カンファレンス C 
15・∞～18:00 第47回 シンポジウム ［日本医師会生涯教育情座 5単位el定］ 10～12 楽しく学ぶ基礎看護 技 術鵠座 学校

座長 熊本県医師会副会長 地後井泰弘 （※ 9月 6日変更分〕

18自 由
『医療の将来一医療の地域格差一」
1.地域における現状と対策 長崎県福祉保健部拳事監 向原茂明
2.君事後教育指導の立場から 熊本大学医学部附属病院副院長／総合臨床研修セン9ー長輿椙 博次
3.医師会の立場から 熊本県医師会理事 国代祐基
19: 00～20: 30 第117回 月曜会（内科症例倹討会） 8 00 MGH症例検討会 C 

20日伺） ［日本医師会生涯教育講座 3単位飽定］ 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス 日lj6 
17～18 小児科カンファレンス 外来

18: 00～19・30 第45固くすりの勉強会 （公開） 18: 00～19 30 血液病懇話会（会） 8 00 救急部カンファレンス C 
21日 ω 15～18 外科術前術後症例検討会 C 

17 30 消化器疾患カンフ ァレンス ,C,、リノ、
19 00～20 30 第 92回 総合症例検討会（CPC)

22日 （，］＜） ［日本医師会生援教育講座 5単位認定］
「注目されている化学療法中の劇症肝炎」
18 30～20 00 日本臨床細胞学会熊本県支部研修会 19: 00～21 00 熊本脳神経疾患懇話会（棟 4楢） 7・50 整形外科症例検討会 C 

23日同 17～19 循環器力ンファレンス C 
17・30 超音波カンファレンス 心、リノ、
18～19 代謝内科カンファレンス M 
8: 00 消化器病研究会 C 

24日 （鉛 8: 00 麻酔科症例検討会 手
17～18 救急部カンファレンス C 

10: 00～15・40 第 1回 ナー スのための癌性痔痛緩和セミナー 〈会費制〉
〈講演 ＞ 1. 痛みのメカニズムと癌の痛み国立病院繊構熊本医療セン9ー麻酔科部長 江崎公明

25日 ω 2.痛みのアセスメント 国立病院機構熊本医療センター麻酔科 宮崎直樹
3.緩和療法の実際 国立病院機矯熊本医療センター麻酔科医長上妻精ニ
4.オピオイドが効きにくい持の対応 国立病院機構熊本医箪センター麻酔科医長・ICU室長溜 賢一郎

8: 00 MGH症例検討会 C 
27日 （月） 16～18 泌尿器科病棟方ンフ ァレ ンス 日1]6

17～18 小児科カンファレンス 外来
18 30～20 30 血液研究班月例会 18 00～19 30 血液病懇話会（会〉 8 00 救急部カンファレンス C 

28日 ω 19 C D～21 00 小児科火曜会〔棟 4階〕 15～18 外科術前術後症例検討会 C 
17: 30 消化器疾患カンファレンス d心リノ、

29日（，）＜） 19 30～21 00 口腔ケア研修会

7 50 整形外科症例検討会 C 
30日側 17～19 循環器カンファレンス C 

17 30 超音波カンファレンス ,C,、リノ、
18～19 代謝内科カンファレンス 乱4
8 00 消化器病研究会 C 

31日働 8 00 麻酔科症例検討会 手
17～18 救急部カンファレンス C 

（会）会議室 C病院本館2階カン77レンス 手 手術室控室 別6別6病棟 外来 小児科外来 M ミーティングルーム 心リハ心大血管リハビリテーションセyター 学校 看護学校 研食 研修棟食堂

問い合わせ先 干860-0008 熊本市二の丸 l番5号 国立病院機構熊本医療センタ 一地域医療研修センタ ー

TEL 096-353-6501 C代）内線263 096-353-3515 （直通）

( 8 ) 

478 




